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故障かな？と思ったらチエックしてみてください。ちょっとした操作ミスが故障と思わ

れがちです。また、本機以外の原因も考えられます。ご使用の AV 機器等も合わせてお調べ

ください。下記の項目に従って再度点検されても直らないときは、お買い上げの販売店ま

たは弊社にご連絡ください。

症 状 原 因 解 決 方 法
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1)スピーカーケーブルが断線 スピーカーケーブルを交換しま

す。

2) 音量ツマミ(L.R)が最小位置 適切な音量になるまで調整しま

す

音がでない

3) 信号ケーブルが脱落または システム接続方法の説明内容を

短絡 読み正しく接続します。

1）スピーカユニットのソフト線 システム接続説明内容を読み、正

が断線または短絡 しく接続します。

スピーカ片方音が出ない

2）信号ケーブルが脱落または短 システム接続説明内容を読み、正

絡 しく接続します。

対応する音源の選択ができ 1)音源または音源ケーブルが接続 システム接続説明内容を読み、正

ない されなかった。或いは正しく接続 しい接続を行います。

されなかった。

1)真空管の挿しこみ、接続状態が 機器を OFF にした後、丁寧に挿

よくない しこみをやり直します。

※注意：間違いないようにガイド

に従い正しく挿しこみます。

2)信号ケーブルが脱落または短絡 システム接続説明内容を読み、正

しく接続します。

音声のチャンネル音が時々

きれます

3)スピーカーコードが断線または システム接続説明内容を読み、正

短絡 しく接続します。

1)停電、電源ケーブルが脱線また 電源供給を、チェック又は、電源

は接触が良くない ケーブルを交換します。

指示ランプ、真空管赤くな

らない

2)ヒューズが焼き切れた 同じ型のヒューズで交換します。

個別真空管が光らない 1)個別真空管のフィラメントが焼 真空管を交換する。

き切れた

真空管廻りが熱くなる 長時間使用し空気の流通が少ない アンプ本体は廻りに空間を空け

環境に設置されている て放熱し易い環境に再設置

【 故 障 か な ？ と 思 っ た ら 】
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・定格出力（RMS、８Ω）・・・・・・・・・・・・・・ 24W＋24W

・全高調波歪み（THD）・・・・・・・・・・・・・・・ ≦2%以下

・再生周波数帯域　・・・・・・・・・・・・・・・・・20Hz－40ｋHz(±1ｄB) 

・S/N比　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ≧80ｄB以上

・入力インピーダンス　・・・・・・・・・・・・・・・100ｋΩ（CD，AUX1，AUX2）

・出力インピーダンス　・・・・・・・・・・・・・・・8Ω

・PHONO入力感度　・・・・・・・・・・・・・・・　   アナログ入力≧360mV±1dB

・入力端子　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ アナログ入力（CD，AUX1，AUX2）

　　　　　　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・ PHONO(MM)

・電源電圧　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ AC100V(50Hz/60Hz)

・消費電力　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 230W(無信号時）、250W（最大時）

・重　量　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 24Kg

・外形寸法　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 255mm(W) ×205mm(H) ×

                                                              430mm(D)・・・本体のみ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 493mm(D)・・ツマミ、電源線含む

・使用真空管　・・・・・・・・・・・・・・・・・・ EL-34×４、12AU7×４

※ 仕様については、事前の通知をすることなく変更する場合が有ります。
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安全上のご注意

製品ご使用前に説明書の注意事項および操作内容をよくお読みになり、ご理解頂きます

様お願い申し上げます。製品及び説明書に表示された全ての警告、安全および操作指示に

ご遵守ください。

本製品に使われている真空管は消耗品ですので大切にご使用ください。
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毎日連続でご使用の場合は８時間以内でのご使用をお薦めします。

１． 箱の開封

丁寧に開け、全ての付属品を紛失しないようにまとめてください。また、搬送

により本製品に損害の疑いがあるかどうかを一度チェックしてください。本機の

破損または操作不可が発生した場合、直ちにご購入の販売店様へご連絡ください。

２． 電源

電源電圧は交流 100V（50/60 Hz）以外の電圧で使用しないでください。火災

   感電の原因となります。本製品は日本国内の仕様です  

3． 電源コードについて

踏んだり、重圧にされたりなどを避けてください。電源を抜くには直接電源コ

ードを引っ張らないようにしてください。

４． 通風

筐体にある溝や開け口などは通風熱発散のためです。製品正常稼動を確保、

過熱を避けるためです。開け口を物に詰まらせないようにしてください。

通風よいところに置いてください。通風のよい状態を保つためにもレコード

等の物は製品の上に置かないでください。またテーブルクロスを敷かないでく

ださい。壁との間に 10cm 以上の距離をあけてください。通風口を遮断すること

になります。正確に通風措置を取り、またはメーカーの指示に従いまして置く

以外は、本棚やラックなどに製品を置かないでください。

５． 水と湿気

水に近いところで使わないでください。例：浴室、洗面所、台所の洗い所およ

び湿気のある地下室、プール付近など。製品の上に花瓶、液体を入れた容器など

は置かないでください。

６、熱源から離れたところでご使用ください。例：発熱器、過熱レジスタンス、ストー

ブおよびその他の発熱製品。

７、金属類などに対する注意

本製品の安全カバー内部に金属類や燃えやすいものなどを差し込んだり落と

したりしないでください。火災  感電の原因となります。特にお子様のいるご家

庭ではご注意ください。
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